
総務企画委員会会議記録

総務企画委員長 油布 勝秀

１ 日 時

平成３０年１月２４日（水） 午後１時０３分から

午後２時２０分まで

２ 場 所

第４委員会室

３ 出席した委員の氏名

油布勝秀、木付親次、麻生栄作、古手川正治、尾島保彦、玉田輝義、堤栄三

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

木田昇、羽野武男

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

ラグビーワールドカップ２０１９推進室長 中村剛士 ほか関係者

７ 出席した参考人の職・氏名

株式会社日本政策投資銀行 大分事務所長 和田康宏

８ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

９ 会議の概要及び結果

（１）ラグビーワールドカップ２０１９開催による経済波及効果について、参考人から意見

聴取を行った。

１０ その他必要な事項

な し

１１ 担当書記

議事課委員会班 課長補佐（総括） 小野清志

政策調査課調査広報班 主査 濱田誠吾
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総務企画委員会次第

日時：平成３０年１月２４日（水）１３：００～

場所：第４委員会室 □□□□ □□□□□□□

１□開□□会

２ 参考人からの意見聴取 １３：００～１５：００

（１）ラグビーワールドカップ２０１９開催による経済波及効果について

３ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

油布委員長 ただ今から、総務企画委員会を

開きます。

本日は、委員外議員として、木田議員、羽

野議員に出席いただいております。

まず、私から御挨拶を申し上げます。

大分県議会総務企画委員長の油布勝秀でご

ざいます。

本日は、来年に開催するラグビーワールド

カップ２０１９開催による経済波及効果につ

いて、日本政策投資銀行大分事務所長の和田

康宏様を参考人としてお招きし、御意見を伺

います。

参考人というとちょっと表現がよろしくな

いんですが、議会用語ということでお許しを

願いたいと思います。

和田様には、大変お忙しい中、本委員会に

御出席いただき、誠にありがとうございます。

本来であれば、私どもの方が出向いて、御

指導を賜らないといけないところであります

が、足をお運びいただきましたことに対し、

委員会を代表いたしまして、厚くお礼申し上

げますとともに、本日は、よろしくお願いい

たします。

まず、委員、委員外議員の順に自己紹介を

お願いします。

〔委員、委員外議員自己紹介〕

油布委員長 それでは、和田様から自己紹介

をいただいて、引き続き本日のテーマについ

て御説明をお願いいたします。

和田参考人 初めまして。日本政策投資銀行

で大分事務所長をしております和田と申しま

す。私ども日本政策投資銀行は、旧日本開発

銀行時代の平成元年に大分に事務所を構えま

して、もう間もなく３０年を迎えるというこ

とでありまして、融資の業務のほかに地域の

ため、大分のためになるような情報発信等も

させていただいております。

本日はそういった意味で、このような場を

与えていただきまして大変光栄に思っており

ます。つたない説明でありますけれどもお聞

きいただければと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。

それでは、本日は、来年のラグビーワール

ドカップの経済波及効果の説明ということで

ございますが、レポートを二つお配りをして

おりまして、そのうち２０１５年３月の九州

における経済効果試算という資料、ここにあ

りますように数字としては２年以上前のちょ

っと古い資料なんですけれども、その後、数

字も改定はしておりませんので、基本的にこ

れに基づいた説明をさせていただきたいと思

います。ただ、算出の技術的なことを申し上

げても仕方ないと思いますので、基本的な考

え方と、あとはその経済効果を高めるために

はどうしたらいいのかというところ、ここの

部分は私の個人的な意見もありますけれども、

そういったところで意見交換をさせていただ

ければと考えております。

それでは、こちらの資料をざっと御覧いた

だきたいんですけれども、１、２、３、４ペ

ージまでは皆さん御案内の情報かと思います

ので、御説明を割愛させていただきまして、

５ページでございます。

まず、その経済波及効果というのはどうい

う考え方でやるのかということなんですけれ

ども、基本的には、ラグビーワールドカップ

の観戦に来られた方々ですね。これは国内で

も大分、地元で日帰りで来る方もいれば宿泊

を伴って県外の遠くから来る方もいらっしゃ

います。あとは外国人、いわゆるインバウン

ドですね。こういう方が観戦に伴って、県内

でいろんな消費活動をしますと、それは宿泊

が伴えばもちろん宿泊費がありますし、飲食、

あるいは交通ですね、その中で移動して公共

交通機関を使えば交通費を使います。また、

お土産を買ったりとか、いろんな経済消費活
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動をするということが想定されるわけで、ラ

グビーワールドカップの試合の開催で観戦客

が来るのに伴って、それがどのぐらいの経済

的な効果を生み出すのかというのは、これは

その波及効果の算出の考え方がありまして、

これは大きく二つに分かれます。直接効果と

間接波及効果と言うんですけれども、この下

の図表５というところに直接効果というのが

ございます。これは今申し上げましたように、

その観戦客が各都市で行った消費の金額その

ものでございます。これは三つの要素の掛け

算になっております。まず来訪者数ですね、

これは海外、国内域外、国内近隣と。これが

消費をします。これは支出の単価１人当たり

ですね、宿泊、飲食、交通、買物、土産品、

宿泊の日数、これを掛け合わせて数字が算出

されるということでございます。これは後ほ

どお話をいたしますけれども、２０１５年時

点での想定のもと、一定の海外客の割合、あ

るいはその宿泊単価等々を置いて算出をした

ものでございます。

次に、間接波及効果についてですけれども、

こちらはちょっと難しいと言いますか、分か

りにくいかと思うんですけれども、この直接

効果で宿泊とか飲食等がありますが、そうい

ったサービスが生まれるときに必要となる原

材料等、例えば、宿泊であれば、食事の原材

料を購入したりとか、そういった消費をする

のに当たって、その原材料等の購入、要する

に派生的な需要が発生するということですね。

一つの消費活動、生産が行われるのに当たっ

て、それがほかの需要を生み出すということ

になりますので、それで波及という言い方を

するわけです。これが１次、２次とございま

して、まず直接効果から生み出されるものに

よる効果というのが１次波及効果と言います。

２次波及効果というのが、その直接効果と、

あと１次波及効果によりまして、雇用者の所

得が増加すると。その産業に従事している人

からしても所得の増加が発生するということ

で、それによって新たな需要が生まれるとい

うことになりますので、それが２次波及効果

と言います。

このようにして、本来的には１次、２次、

さらには３次、４次とずっと無限に続いてい

くわけなんですけれども、それは当然数字が

だんだん小さくなっていきますので、通常こ

の経済波及効果というのを算出するためには

２次までで止めておるというのが一般的な考

え方で、私どももそういった考え方でやって

おります。

続いて、６ページのところでございますが、

諸前提で、このときにはまだ試合のカードは

決まっておりませんでした。九州ということ

ですので、福岡、熊本、大分の３会場で、３

試合ずつ９試合という仮定になっております。

それに加えまして、キャンプが、これもまだ

全く決まっていない状態ですけれども、仮の

施設で４か所設定されたということで、それ

で関係者がやって来る。これはキャンプの人

数、チームの方とかスタッフとかの関係者が

来るということで、それも一定数が見込まれ

るだろうという動きです。この括弧書きにご

ざいますように、関係者のみでございますの

で、試合よりはるかに九州に来られる数が少

ないということで、この経済効果の数値とし

ては非常に小さなものになっております。期

間中の九州への来場者数は２７万人というこ

とで、ほぼ収容人数が満員になるそうで、そ

のうち海外からが４万人、その１５％程度が

海外からの観戦客であるという想定にしてお

ります。

その結果なんですけれども、直接効果が２

１０億円、これによって生まれた１次波及効

果は８３億円、２次波及効果が５７億円とい

うことで、合計で３５０億円ということでご

ざいます。こちらは九州３県ということでご

ざいますので、各県ごとには算出はしており

ません。ただ、おのおの３試合ずつというと

ころで、当然スタジアムの収容能力により当

然その数字というのは大きく変わってきます。

そういった中では、この３会場の中で大分が

４万人ということで、一番大きいわけです。

大銀ドームが一番大きいわけですから、ざっ
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くり考えて３分の１よりは大きくなるとお考

えいただいても差し支えないかと思います。

なかなか精緻に出せない部分がございますの

で、あくまでも公表している数値としては３

５０億円ということで御理解いただいている

ということでございます。

以上が算出の考え方でございます。

これはあくまでも事前の想定、予想でござ

います。それが実際に来年に迫ってきている

わけでございまして、大分として当然考えな

ければならないのは、いかに経済効果を、こ

れから大きなものにしていけるかというとこ

ろがやはり非常に重要だと考えております。

この数字を大きくするためにはどうすればい

いかというところで、先ほどの５ページの直

接効果の式、この掛け算のところをもう一度

御覧いただきたいんですけれども、これは非

常に単純な掛け算でございまして、直接効果

が大きくなれば、当然それに伴う間接波及効

果も大きくなって全体としての水準も大きく

なるということでございますので、この直接

効果をまず大きくするということですね。そ

のためには来訪者数、これはもちろんいろい

ろＰＲして、皆さんに来ていただき満席にな

るようにというところはあるんですけれども、

なかなか大分だけでどうこう言うところじゃ

ない部分もございます。そうしますと、この

真ん中と右側、消費支出単価と滞在日数、こ

の部分をいかに大きくしていくかということ

になります。消費支出単価は、当然長い時間

とどまって、観光やいろんな消費活動をして

いただく、要は極端な話、宿泊はするけど、

その試合だけ見てすぐにどこかに、例えば他

県に行ってしまうとかいうことになれば、大

分にお金が落ちないわけでございます。あと、

訪れる地域、場所も大銀ドームだけでは、チ

ケット代は余り大分に寄与しないと思います

ので、県内で要するに観戦以外の時間ですね、

試合そのものの時間以外のところで消費活動

をしていただくと。すなわち、一つは当然観

光ですよね、その試合の前後の時間で観光し

て、そこでお金を落としていただくというこ

とが一つ考えられるかと思います。

あと、滞在日数ですね、こちらも当然長く

とどまれば、宿泊費そのものが増えるわけで

すし、それに伴っていろんな飲食とか交通費

とか、その他も増えていくということになり

ます。これも、要は観光が恐らくメインにな

るかと思いますけれども、その試合だけ見て

とんぼ返りではなくて、一日でも長く県内に

とどまって、これは国内、海外両方ですけれ

ども、とどまっていただくというのがこれか

ら目指すべき方向なのかなと考えております。

じゃ、そのためにどうすればいいのかとい

うところでございますけれども、一つ大きい

のはやはりインバウンドですね。国内の方も

ファンが多くて、私どもの試算でも８割以上

が国内客ということではあるんです。けれど

も、大分の経済効果を考える際には、この３

５０億円という数字自体はラグビーワールド

カップの期間、その試合に伴うものなんです

けれども、やはり重要なのは、ワールドカッ

プの後も見据えて、観光、特にインバウンド

につきましては、今全国的に大幅に増えて、

大分の方も増えているかと思います。大分は

今まで韓国を中心としたアジアの方が中心な

んですけれども、このラグビーワールドカッ

プ、これは欧米、豪、オセアニアでして、大

分の対戦カードを見てもニュージーランド、

オーストラリア、ウェールズといった、まさ

にこういった地域が出場するということです。

そういったところから当然ファンの方が来る

ことが想定されるということであります。今

まで余り大分に来ることがなかった国の方々

が来られるということでありますが、こうい

った方々に、要はラグビーワールドカップが

終わった後も来てもらえるようにしていくよ

うな策を考えていくというのが一つ重要なの

かなと考えています。ただ、こういった方々、

例えば、オセアニアとかウェールズとか、な

かなか日本に観光で来られた方というのは恐

らくそんなに多くなくて、そうすると、大分

という県の名前は既に知っている人は恐らく

少ないと思うんですね。まして九州すらよく
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分かっていない、地理的な位置関係、東京と

の位置関係とかもよく分かっていないという

ところなので、そこをどうしていくのかとい

うところで、これは私の個人的な意見ですけ

れども、まずは大分の魅力を知っていただく

というところです。そこでちょっと注意しな

ければならないのは、私も県外の人間と言い

ますか、関東の出身でございまして、一昨年

から大分に来ておりますけれども、大分とい

うのは非常に住むにも観光にも魅力的だなと

考えております。大分というのが非常にいろ

んな魅力に富んでいると。これが今まで欧米、

豪から観光客が余り来なかったというのは、

大分の良さを知られていないからで、実態を

知ってもらえば、それは来てもらえるであろ

うというような考えになりがちだと思うんで

す。それはそれでもちろん間違いではないん

ですけれども、より誘致を効果的に、観光客

を増やすのを効果的にするためには、やはり

それだけではなくて、各国の方々でどういっ

たものが受けるのか、要するにどういったも

のを観光に求めているのかというのは、恐ら

く国によって違ってくるわけであります。韓

国とか、アジアの方は温泉が好きだというの

が当然あって、それもあって非常に多く来ら

れているということだと思います。欧米・豪

の方が温泉をどれぐらい好きかというのはも

ちろんあるんですけれども、当然温泉だけじ

ゃない、いろんな観光資源が大分にあるわけ

です。そういった各国の方々がどういったと

ころを好むのかというところを調べて、それ

に向けた観光ＰＲをしていくという、そうい

った発想を、要するに今あるものを全体を総

花的にお見せしてどうぞ来てくださいという

のもあるんですけれども、やはり一歩進んで

望ましいのは、消費者と言いますか、海外の

各国の方々がどういったものを好まれるのか

というところを調べた上で、それに向けた対

策を練っていくというのが重要なのかなと思

っております。

あとは私の方から、経済効果という話をあ

くまでしておりましたけれども、もう一つお

配りしている２０１６年５月のレポートは、

本店の地域企画部というところが中心になり

まして、全体の数字を出しております。この

数字自体御説明は省略させていただきますけ

れども、一番最後の２３ページを御覧くださ

い。開催都市のポジションを活かした経済波

及効果の拡大に向けてということでありまし

て、私がここで御参考までに申し上げたいの

は、経済波及効果というのは、まず特に大分

においては観光が一番目につくと思うんです

けれども、それ以外のものもいろいろ考えら

れるということです。観光というのは左の上

の方にございますけれども、教育とか食、企

業、ハードの整備ですね。スタジアムの整備、

これは大分はワールドカップのための追加的

な投資というのはそんなに大きくないと思う

んですけれども、地域によってはスタジアム

の関係で大規模な投資をやるところもありま

す。あとは製造と言いますか、ビジネスです

ね。こういったところでスポーツ関係のビジ

ネスを生み出すことも考えられるということ

であります。こういったところ、いろいろと

御関係の方々には既にお考えがあろうとは思

います。私が不勉強で単に認識していないだ

けということになるんだと思うんですけれど

も、ワールドカップそのもの、ワールドカッ

プを契機にいろんな分野で効果というものが

期待できます。そこをどう掘り起こしていく

のかということも考えていただいて、ラグビ

ーワールドカップ５試合で、１試合４万人の

満員になれば２０万人という、ものすごい人

が来るわけで、観客の方々に、あるいは関係

者の方々に満足いただけるように円滑に開催

するというのは、これは大変重要なことであ

ります。せっかくの大分での近年にないビッ

グイベントであります。これを通じていろん

な経済効果を含めて、更に申し上げれば、先

ほどのインバウンドのところで申し上げまし

たけれども、その開催期間中だけではなく、

その期間が終わってもその効果が恒久的に続

くようなことをせっかくの機会ですので考え

ていくというのが大分の経済のためにいいの



- 5 -

ではないかなと考えております。

木付副委員長 ありがとうございました。

これより意見交換に入りますが、ざっくば

らんにいきたいと思います。

御質疑や御意見、御提案など、何でも結構

ですので、お願いします。

玉田委員 お話しいただいた結びの中で、九

州内の周遊というところをポイントとして少

しコメントされていますけど、その福岡、大

分、熊本の３県の中で、一昨年の熊本地震に

おいて、熊本と大分の間の主要幹線が寸断さ

れているんですね。これがラグビーワールド

カップまでには復旧の見通しがまだ立ってい

ないということで、その辺の影響というのは

どうお考えでしょうか。

和田参考人 そうですね、やっぱり交通イン

フラの一部が寸断されているというのは、い

い影響は与えないと思います。その中で、あ

と一つ前提が、大分に来られる方が観光で、

阿蘇等との周遊をセットで考えられる方とい

うのは多いんだと思います。その部分は、ど

の程度かというのはなかなか申し上げにくい

ですけれども、悪い影響と言いますか、マイ

ナスの影響があるかもしれません。けれども、

それだけではなくて、大分の中でやはり何か

所も周遊していただくようなところを考えて

はどうかと思います。試合の間隔が非常に長

いということと、あと、通常欧米豪の方は比

較的長い期間日本の国内に滞在されるという

データもあります。例えば、イメージだと、

国内の旅行客、あるいはアジアの方は１泊と

か２泊とか、福岡から入って阿蘇、大分を回

ってといったパターンが一つ考えられると思

うんです。けれども、そうではなくて、もう

ちょっと長い期間大分にぐるっと周遊してい

ただく。もちろん大分１か所だけに来るとい

う人はなかなかいなくて、例えば、海外の方

は、自国のチームと一緒に国内の試合地を回

るということもあるかと思います。その中で、

大分の中で少しでも周遊していただく。それ

は別府か湯布院か大分市内か、その中で長く

とどまっていただくような努力をしていけば

いいかなと思っております。

玉田委員 大分の中でもまず長期の周遊を視

野に入れて考えてみたらどうかと、そういう

お話ですよね。

和田参考人 そうですね、はい。

玉田委員 もう一つは、外側から大分に来ら

れて見たときに、我々はずっと大分に住んで

いると、なかなか大分の魅力というのが見え

にくいところもあると思うんですけれども、

先ほどインバウンドの中で、ヨーロッパ、オ

セアニアの方が大分の魅力を感じるとすれば、

ずばりどういうところなんでしょうか。

和田参考人 そこは私も専門家ではないので、

なかなか、これだとは申し上げられないんで

すけれども、例えば、よく耳にするのは、比

較的欧米の方は文化財とか、国東の神仏習合

であるとか、臼杵の石仏であるとか、ああい

ったものに興味がある。あと、この場合は国

東になってしまいますけど、体験と言います

か、ウオーキングと言いますか、そういった

もの。温泉が好きな方もいるかもしれないん

ですけれども、そういう文化的な面だったり、

体験型のものであったりとかいうもの。これ

は海外の方のいろんな意見を聞いたり、ある

いは観光業者さん等が知恵を絞って新たに考

えていくという部分があるんだろうと思いま

す。そこは今までのやり方の結果、今の数字

では、余り来られていないということになっ

ていますので、今までにないようなところを

ＰＲ、新たに発掘して売り出していくという

部分がやはり必要なんだと思います。そこは

やはり当事者を中心に考えていくということ

なのかなと思っております。

麻生委員 今日は経済波及効果の試算という

ことでありましたが、今回、５試合が具体的

に決まったわけですよね。土曜日が２回、水

曜日が２回、日曜日が１回と。最近、この１

０月の行楽シーズン、絶好調の中で、極端な

話が、何もしなくても土日はもういっぱいだ

と。直接波及効果の部分の宿泊者数とか、４

万人が来場されると。そこの部分は試算の在

り方として、要は上乗せ効果という部分をも
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うちょっと厳密に我々、もう一度県の方でも

試算をしっかりさせないといけないなと。こ

れだけ大きな効果があるということばっかり

が流されてしまうと、その後の問題を含めて

どれだけの投資をするか、後の方が問題です

から、イベントそのものは成功するのは当た

り前であって、それだけの方がお見えになる

というのは当たり前の話であって、この土曜

日、日曜日、極端な話が何もしなくても来る。

要は土日でも従来の観光客と違った上乗せ付

加価値がこれだけ入るというぐらいの細かい

試算もやっていく必要があるかなと思ってい

ますので、そういったアドバイスを金融の面

から是非頂きたいというのが一つ。

それから、いずれにしても来訪者を増やす

ためにはどんなルートで大分にお越しいただ

くかということと、大分の認知度をどうやっ

て上げるか。例えば、ヨーロッパあたりだっ

たら豊後という、大友宗麟の時代からの「Ｂ

ＶＮＧＯ」の豊後、これの地理表記等々がヨ

ーロッパにはあると。じゃ、そういったとこ

ろで大分の人がキャンペーン張って、実はこ

こにある、日本でなくてＢＶＮＧＯという表

記があるわけですから、そこで、それをいか

にＰＲして大分の認知度を上げて来ていただ

くとかいう工夫も要るのかなと思っているん

です。そう考えたときに、現状の大分の国際

線は、ソウルからは結構ＬＣＣ等々が入って

いるんですが、その視点が今はっきりいって

抜け落ちているんですよね。空港に、国際線

を含めてこれから投資をしていく、県として

の入れ替えをしていくという、そういった場

合に、チャーター便でどれだけ、はっきりい

って先ほど８割は国内客だと。残り２割を海

外、各国からのチームとおっしゃる話があり

ましたが、それをどれだけ高められるかとい

うのも今回の課題だろうと思うんですね。特

に九重“夢”大吊橋もあったりスキー場もあ

ったりする大分県、オセアニア方面には非常

におもしろい形になると。であるならば、極

端な話が、今回金融的にも、カンタス航空が

キャセイパシフィックの資本を買収と言うか、

取得されたり、あるいはジェットスターも確

か親会社はカンタスですよね。だから、そう

いった流れの中で大分にどうやって呼び込む

かという部分で、何かおもしろい知恵とかア

ドバイスとか、あるいはチャーター便をこの

試合日程に合わせて、今から確保するにはど

ういったことが、金融面から見てどんな投資

の仕方があるのか、とかいうような部分がも

しあれば教えていただければなと。とりあえ

ずそういった部分、問題認識として持ってい

るので、何か、意見交換の場ですから、ざっ

くばらんに何かお話できるところがあれば。

和田参考人 そうですね、具体的な策として

はなかなか今すぐどうというのはないんです

けれども、路線の問題では当然大分空港に、

ソウル以外のチャーターも含めてやればそれ

だけアクセスがよくなりますので大いに効果

はあるんだと思います。

あと、先ほど説明の中でちょっと漏れてお

りましたけれども、大分は知名度がないとい

うところで、福岡、熊本といろいろ連携しな

がら、既にいろいろパンフレットを作られた

りとかしていらっしゃると思います。一方で、

先ほどもありましたように、周遊ルートで来

る方というのも、それは九州の阿蘇なり福岡

なりを周遊するという方もいらっしゃると思

います。先ほどの宿泊のキャパの問題ももし

かしたらあるのかもしれませんけれども、例

えば、福岡とかは、要はライバルと言います

か、高速道路、交通のインフラが整備されて、

福岡とか熊本が他県からでも日帰りで十分、

要は車で行って帰ってこられるところもあり

ます。そうしますと、大分でやるから当然大

分に泊まるという決まりはないわけで、どこ

に泊まろうがそのお客さんの自由です。そこ

のところでやはり他県に、福岡が一番典型で

すが、客室も多いですし、あとはいろんな、

やはり都市としての規模が大きいのでいろん

な娯楽も、ナイトライフも含めてあるでしょ

う。そこはやはり、ここでもちろん連携、協

力し合うところも重要なんですけれども、一

方で、そういった本来大分で落ちるべきお金
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がかっさらわれないようにするというのもや

はり重要なのかなと考えています。

麻生委員 ありがとうございます。要は大銀

ドームエリア周辺で宿泊キャパというのは大

体２万７千人ぐらいと。県下全域まで広げれ

ばもうちょっと増えますけれども、実際に海

外からお見えになる方々のニーズに応えよう

とするならば、福岡とか北九州とか、あるい

は極端な話が神戸からとかフェリーでお見え

いただくとか、いろんなネットワークが考え

られるんですね。あるいは飛行機だとか、い

ずれにしてもそういったものを、残り１年し

かないわけなんだけれども、これから準備し

て、きっちり経済波及効果の試算を上乗せ分

だけしっかりやっておかないと。余りにも大

きく見積もって、いや、これだけ経済波及効

果あるんだからと、あと回転ドアみたいに大

分は全部通り過ぎて何も残っていないという

ことじゃいけないわけです。当然そこの部分

をこれから、今のうちから投資する部分と、

レガシーとして、交通インフラであるとか宿

泊インフラも含めて新たなものに金融的に政

策投資銀行さんとして投資すべきポイントみ

たいなものがもしあれば、お考えがあれば教

えてほしいなと思います。例えば、今空港か

ら大分まで遠いとかいうことで、以前はホバ

ークラフトがありましたが、そういったもの

を再度研究するとかいう話もありましたです

よね。だから、そういった投資という部分で、

今後の部分での論点とか視点とか、そういっ

た部分でも構わないんですが、何かあれば教

えていただければなと。

和田参考人 一つにはもちろん、その空港ア

クセスの問題というのがあって、今ジェット

フォイルを検討されているという話は伺って

いますので、そういったことも重要かと思い

ます。投資という意味では、ハード面という

よりは、特に観光に関して言うと知恵を絞る

と言うこと。先ほど当事者、観光関連事業者

と言いましたけれども、それ以外の方も含め

て、当事者意識と言いますか、観光事業者さ

んにしてみれば、ラグビーワールドカップだ

け見ると、まさに先ほどおっしゃられたよう

に、行楽シーズンで放っておいても来るので、

当然オセアニアの人が来れば、いろんなとこ

ろで外国人対応でいろんな英語の表示をした

りとか必要になるわけです。そこのところが

要するに、自分たちに何のメリットがあるの

みたいな話にもなりかねないところがあると

思います。そこは、ワールドカップだけでは

なくて、その後も見据えて、恐らくは国内の

ハイシーズンと海外の方々の来る時期はまた

ずれたりもするでしょうから、そういう国内

でのオフシーズンにインバウンドを呼べると

か、そういうこともあると思います。もうち

ょっと中長期的な視野に立ったところをやは

り関係者が当事者意識を持って知恵を絞って

いくという、そういう意味で、お金をかけて

のハードの整備というよりは、そういったと

ころがやはり重要なのかなと考えています。

堤委員 経済波及効果で３５０億円というお

話を聞かせていただきました。来場者数が２

７万人、これを単純に計算すれば、外国から

の来客は５２億円か、単純計算すればね。そ

うすると、オセアニアとかニュージーランド

とか、そういったところから来てもらって周

遊させていくということも大事なんだけれど

も、８割近くというのは国内のお客さん、で

も当然大分県内のお客さんもその中にかなり

入っているでしょうから、国内のお客さんに

いかに来てもらうかというところをやっぱり

重点にもすべきなのかなと、効果を大きくす

るためにはですね。そういうところの観点と

いうのは、単純に今計算されていると思うん

だけれども、国内誘客を増やしていく、そし

て分母を増やしていった方が将来的な２次効

果は大きくなるんではないかなと思うんです

けれども、そこら辺はどうでしょうか、考え

方としては。

和田参考人 それはやはり、インバウンドと

いうのを強調して申し上げたのは、一つは、

全体として今国内、大分に限らずですけれど

も、数が増えているんですね。パイと言いま

すか、マーケットが拡大しているので、それ
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は取りにいかない手はないだろうというとこ

ろで。あとは属性と言いますか、国が今まで

アジア中心で、欧米豪の人が少なかったのが、

今回来る機会があるということです。そうい

う意味で、これからその辺を取り組むに当た

って考えるチャンスであるということで強調

をさせていただいたところであります。絶対

数からすれば当然おっしゃるとおり、国内の

方が多いので、そういった方々も当然取り込

んで、かつやはり長い間滞在していただく。

その属性と言いますか、どういう方々が熱狂

的なラグビーファンで、本当に試合が終わっ

たらすぐに出ていってしまうのか。あるいは

観光もある程度考えて、１０月とかそういう

時期にどれだけ休みを取る方がいらっしゃる

か、どういう方々が来るのかというのもあり

ますけれども、やはりそういった方に対して

も、基本的には同じですよね。恐らくは温泉、

別に別府とか湯布院が余りよくないというこ

とを申し上げているのでは全くないんですけ

れども、温泉だけだとなかなか長期というの

は難しい。やはり国内の日本人に対してもう

ちょっと、大分に来て何をするかというとこ

ろで、試合を見る以外で、あそこもここもと

いうところを幾つも作っていくというところ

があれば、当然もう一泊しようかとかいう話

になります。また、厳密に言うと観光と言え

るかどうかですけれども、当然ラグビーのフ

ァンですから、ラグビー関係のいろんなイベ

ントを企画すれば、それが翌日とか翌々日に

あれば、それがあるのでちょっともう一泊し

てみようかとかいうのがあると思います。い

ろんなやり方が恐らくあると思うんですが、

当然そこは考えていくべきだと思います。

堤委員 結局、富裕層はよく来るという話を

聞くんだけど、富裕層とか全体的にやっぱり

金払いはいいんですか。観光とか、そういう

ものに対してシビアで、観戦するのには非常

にいい飛行機に乗ってきて、旅館もいいとこ

ろ取って、そういうのにはお金を使うが、観

光についてもやっぱり同じように使っていく

ような性格なんですか、オセアニア、あるい

はヨーロッパの富裕層というのは。

和田参考人 それは、それだけのシビアな目

はお持ちかもしれませんけれども、当然お金

は持っているわけですから、それなりのもの

が出されれば、それはお金を払ってくれると

いうことだと思います。

麻生委員 いろいろ県の方とかに、かつて開

催されたところの話をいろいろ経済波及効果

等々のデータについてもお伺いするんだけど、

本音のところのデータはなかなか出てこない

ということで苦労しているんです。例えば、

インバウンドで各国の方々が開催国に行きま

すよね。要は、組織委員会の公式スポンサー

になっていらっしゃる航空会社とかツーリス

ト、そこがおいしいところをみんな持ってい

っちゃって、極端な話が、開催地には余り落

ちないというようなことが結構あるみたいで、

それを少し工夫して改善することができない

かなという問題認識を持っているんです。そ

の際に、これまでの各国のそれぞれの国から、

これまでの開催地に送り込んでいるその国の

ツーリストって、１社で例えば、二、三千人

ぐらい送り込んでいるんですよ。そういった

ところが結構幾つかあるんですよね。だから、

そういったところに直接大分の受入れ側の旅

行社とうまく結びつけると、幾分なりとも落

ちるお金が上がるのかなというような思いも

しているんですが、その辺のデータとか、そ

ういうものというのはどこかに調べる方法は

ないかなとか、あるいはいい知恵がないかな

と思っているんですけどね。

和田参考人 そのデータですか。

麻生委員 うん、データであるとか、大体調

べれば、どこの国はラグビーに関しては、ど

この旅行社が強いから、そこにターゲットを

絞って大分の認知度を上げてもらうために、

もう５試合決まっていますので、徹底的にそ

こをアプローチするしかないかなと思ってい

るんですけど。

和田参考人 そこも決まっているんですよね、

各開催国の公式な、具体的なスポンサーは。

麻生委員 組織委員会の公式スポンサーと開
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催国の送り込む部分については自由なところ

がいっぱいあるみたいですから、そこと直で

結びつけた方がいいのかなと。だから、そう

いうような結びつきを、商談会をやるとか、

あるいは大分の認知度をどう上げるかという

のかな、何かこれまでの開催国での事例とか、

何か開催地に一番たくさんお金が落ちたうま

い事例とか、そういうデータ的なものがあれ

ば是非また教えてください。

和田参考人 考えてみます。

古手川委員 麻生委員が非常に幅広く、満遍

なく質問をされたんですけれども、正直やっ

ぱり経済効果、試合が決まった中での経済効

果というのを知りたいですね。ですから、そ

ういうものを調査して発表するという今後の

予定のようなものはどうなんですか。

和田参考人 今のところはちょっと予定はし

ておりません。

古手川委員 そうですか。それでは、ざっく

りとなんでしょうけれども、もうはっきり準

々決勝２試合で欧米の方が半分ぐらい、４万

人ぐらい、それだけでもお見えになるのかな

と。九州の試合もドームであれだけの、ニュ

ージーランド、オーストラリア、フィジー、

フランスでしたか、そういう形の中で、飛躍

的に、もう全然基礎数字が違うので、もとの

算出の部分ができているので、その辺はある

程度掛けることによってざっくりと出せるの

かなと想像するんですが、きちっとしたデー

タじゃないんですけどね。これをやってきて、

今回試合が決まる中で、入場者数が増えると

いう前提の中で掛ける入場者数ですから、そ

ういった形での数字だけでも教えていただけ

ると。

というのが、やはり大分のためにワールド

カップがあるようなつもりになって、私は県

議会の協議会の会長もし、イングランドにも

行かせていただいておりますので、そういう

中で、芝とかキャンプ地も本当にこれでいい

んだろうかとか、いろんな個人的に思いがあ

るものですから。やっぱりそのためには経済

効果がないと投資をしにくい。我々も何かの

基礎があって執行部、行政の方にもっとこれ

をやろうよということも言えるので、無責任

にただ投資だけして何も残らなかったではや

っぱり議会としても言えないので、何かそう

いう基礎データなり考え方の基礎になるよう

な数字ですね。今日は考え方、見方というの

は非常に整理をしていただいて、参考に聞か

せていただいたんですが、そういう意味でや

っぱりそういう数値的なものが概算でも聞け

ないのかなという思いと、是非もう一度年内

の早い時期にそういう試算をしていただいて、

情報として頂けると有り難いと思います。

木田委員外議員 二つお伺いしたいんですけ

ど、行政がホテルやら直接するわけにはいか

ないので、これから４千万人のインバウンド

の時代を見通したとき、やっぱり民間に投資

してもらう必要がありますよね。今度のラグ

ビーについても、もう福岡から大分に見に来

るんじゃないかという、宿泊がやっぱり足り

ない、大分の部屋数のキャパの問題とか、部

屋のタイプとかいうことで、今後はやっぱり

４千万人時代を見通して、民間にそういう取

組をしてもらうということをどうしたらいい

か。今さらですけれども、パルコ跡地とかに、

あそこに本当立派なハイランクのホテルでも

できればよかったんだろうけど、これはこれ

からの投資として民間にやってもらうために

はどういう仕掛けが必要なのかなと。今高野

山の宿坊もかなりヨーロッパ系の方には人気

らしくて、高野山が１２００年やけど、こっ

ちは大分は１３００年やけんといって、宿坊

も役所が作るわけにはいかんから、そういっ

たところを活発化させるために、今後どう仕

掛けが必要なのかなということを、何かヒン

トが頂ければ。あともう一つが、今研究を始

めているんですけれども、スポーツの三大大

会で成功例と失敗例というのがあるみたいで、

シドニーは失敗したという例で評価されてい

るようです。失われた１０年ということで、

レガシーが生かされなかった。イギリスはそ

こは真剣に研究して、ロンドンオリンピック、

そしてラグビーもありましたけれども、あそ
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こも島国ですけど、うまくいった成功例とい

うことで伺っているんです。イギリスの場合

は、オリンピック前後、オリンピック前、オ

リンピック中、オリンピック後に対して政府

の政策投資を２割、２割、６割ということで、

後に６割持ってきてやったんだというような

ざっくりした話を聞いたことがあります。政

策投資銀行さんとして、なぜイギリスがうま

くいったのかとかいうところを分析している

資料とかあれば、ぜひ教えていただきたいな

というのがございまして、そういったところ

はありますか。

和田参考人 すみません、後者の方から申し

上げますと、私どもでは、そこら辺、直接は

やっておりませんけれども、遺産と言います

か、レガシー、これについていろいろ研究し

ているところはあるやに、私も組織外のとこ

ろなので責任持ったことは申せませんけれど

も、私どもの関係あるところに聞いたところ

によりますと、例えば、三菱総研さんとかが

レガシーの関係の協議会と言いますか、勉強

会みたいなのを立ち上げておられるようです。

前者の民間の投資を促すようなというとこ

ろで申し上げますと、そこはまさに県なり国

なりがというところではなく、民間の経営判

断の中でということに当然なるんだと思うん

です。別府において、その宿泊の状況で、御

存じかと思いますけれども、インターコンチ

ネンタルホテルができるとか、星野リゾート

の北浜への進出とか、大江戸温泉物語とか、

そういう意味で、それなりにやはりマーケッ

トがあって、その中で、それを自分のところ

で取れる、取り込めるという判断をしている

からこそ従来にないような高価格帯の、特に

インターコンチネンタルもそうですけれども、

かなりの客室単価と聞いておりますけれども、

そういったものも判断をしているわけであり

ます。そういう意味では、マーケットがある

けれども、その中で自分たちがそれを取り込

めるかどうか、それはほかの事業者との競争

の中でやるわけです。そのインターコンチネ

ンタルというのは、どちらかというと今まで

にない市場を開拓と言いますか、超高価格帯

のところというのもあります。そうでなくて

も、例えば別府で言いますと、旅館さんなん

かもうちょっと価格が安い中で、いろんな競

合するところが多いわけですね。その中で、

やはり各旅館の中での経営努力と言いますか、

ほかの似たような価格帯のものと差別化して

よりよいサービスをするとか、お客さんが魅

力に思うようなイベントをやるとか、そうい

う競争の中で勝ち残って、投資をしてもそれ

がちゃんと回収できるということになれば、

それは投資をするということになります。そ

ういう意味では、なかなかどこかが旗を振っ

てというところでなくて、そこはやはり、各

事業者さんもそういったところを考えるべき

です。当然古くからの旅館さんも多いと思い

ますので、そこはやはり新築、当時はぴかぴ

かだったのがもうだいぶ古びてきて、お客さ

んにとっての魅力が少なくなってきています

というところも、やはりあるどこかのタイミ

ングでそれは大きな投資として、建て替えを

しないまでも大きなリニューアルをする必要

が出てくるわけです。ただ、その中でリニュ

ーアルして単価を上げても、きちんとお客さ

んが来て、その投資額が何年かで回収できる

という、当然そこら辺の確証がないともちろ

んそれは投資しないわけですので、そこのと

ころは各事業者さんの努力にやはり期待する

ということなのかなと思います。

木田委員外議員 ありがとうございます。今

度は大分のフォーラスの跡地のところに大き

い食のアミューズメントみたいなのができる

話があるみたいなんですけれども、そうなる

と近隣、今大分の中心を見るとものすごく飲

食店増えているんですけど、かなり競争が激

しくなってくるんだと思うんです。結構外国

の方は最近居酒屋に好んで来ているというこ

とも聞いたことがあるんですけれども、そう

いったところも力を入れるといいのかなとか

思うんですね。所長さん、大分の居酒屋とい

うのはどうですかね。よその県と比べてもの

すごくいいなという気になるようなものなの
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か、ごく普通という感じなのか、その辺のと

ころは。

和田参考人 コストパフォーマンスというの

は非常にいいと思います。これだけの値段で

あれだけいいものをと言うか、それこそ飲み

放題付きで５千円ぐらいのかなりいいものが、

東京だとろくなものが出てこないんですけれ

ども……

木田委員外議員 料理がいいよね、料理の質

がね。やっぱりそうですよね。

和田参考人 ええ、質がいいと思います。た

だ、そこはまさにワールドカップのとき外国

人にどうかというのはもちろんあります。で

もそこは、いわゆるジャパニーズ居酒屋みた

いなものがどれだけ受けるのか、もうちょっ

と洋風のものがいいのかというのはあれです

けれども。やはりいろいろ多様なお店がある

と、それは例えば、ワールドカップ期間中の

一時的なものでも。要するに観戦後のアミュ

ーズメントと言いますか、これは最近全国ニ

ュースの中でもよく取り上げられていますけ

れども、日本はナイトライフがちょっと貧弱

であると。これは全て大分に限らず、東京で

もということなのかもしれないですけど。た

だ、当然東京なり福岡の都会の方が、そうい

う夜やっているお店とか数が多いと思います

ので、そこの部分は、当然いろいろな選択肢

が、要するに試合が終わって帰って寝るだけ

というよりは、ちょっと遊びに行けるような

ところがあった方がそれは魅力に感じると思

います。そこは、これもなかなか県がその旗

を振ってというわけにはいかないと思います

けれども、やはりいろんな選択肢、あるいは

各お店がもてなすなど。当たり前の話かもし

れませんけれども、外国人に喜ばれるような

店づくりをしていくことが大事だと思います。

木田委員外議員 湯布院って結構そういう多

言語メニューを食堂でもしているぐらいなん

ですけど、まだまだ大分は街中に全然少なく、

そんなふうには全然なっていませんから。何

かそういうふうに、居酒屋は結構これから伸

びるんかなとか感じたことがあるので、是非

よろしくお願いします。

羽野委員外議員 以前、日韓ワールドカップ

サッカー、大分市も会場になったんですが、

そのときの実績のデータはお持ちになってい

ないんですか。調べていないですか。

和田参考人 そうですね、私ども自身は、非

常にオフィス自体も人員も小そうございます

し、一次情報と言いますか、どこかで調べた

数字を使って、今回もそうなんですけれども、

いろいろ県とかが作っていただいた資料を使

っています。私どもでそういった数字を作る

というのはしていないですね。

羽野委員外議員 サッカーとは対象国も違う

でしょうから、比較できるかどうかというの

はあるんですけど、どこから入ってきてどう

いう移動をしてどこを観光したかとかいうよ

うなのがあれば非常に参考になるんじゃない

かと。

今、インバウンドが急激に増えているのは

増えているんですけれども、全国的に増えて

いるというわけでなくて、日本国内の行き先

というのも集中していて、爆発的に増えてい

るような状況があるんですよね。そうなれば、

認知度がないということもあって、ラグビー

見て応援して、その後はその都市以外のとこ

ろに移動していく確率が高いんじゃないかと

思うんですよね。それと、あとは宿泊は福岡

県の方がちょっと厳しいかなと想像するんで

すけど、あそこはもうコンサートがぽんとあ

ったらほとんど予約でいっぱいですしね。佐

賀の方もインバウンドの関係でなかなかホテ

ルが取れないんですよ。現状の中で、そこら

辺を調整しないと、福岡に泊まって大分に来

るにしてもホテルが、福岡もないかもしれな

いという状況がややもするとあるので、そこ

ら辺の調整の必要があるんじゃないかなと思

っています。

そういうことで、サッカーのときのが参考

に使えるんじゃないかと思ったのでちょっと

お伺いいたしました。それ以上は申しません

ので。

木付副委員長 ほかに御質疑等もないので、
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これで意見交換を終わります。

最後に、私からお礼を申し上げます。

本日は、お忙しい中、誠にありがとうござ

いました。

和田所長から頂いた貴重な御意見を参考と

しまして、ビッグイベントを契機とした本県

振興に、県議会としても全力を取り組んでま

いる所存ですので、今後とも、御支援と御協

力をお願いいたします。

本日はありがとうございました。

以上をもちまして、本日の委員会を終了い

たします。皆さま、お疲れさまでした。


